事業誕生背景　　“神様からの贈り物”
　２０１６年の秋、突然やってきた病（大腸と肺の癌）で続けて行なった二度の手術の後
麻酔から目覚めた時、“子供たちが待っている”と思った。
　　“神様からもらった残りの人生は、子供達の為に”と決意しました。

２００１年から少年野球の指導をしながら日頃感じていた事は、子供たちの基礎体力不足・バランス不足の要因はどこにあるのだろうかという事でした。　根本解決の方法は「スキャモンの発育発達曲線」理論にありました。幼児期からの多様な動きの好環境づくりが、人間の成長過程において身体と知能の発育発達に大きく関与する事を理論から学び解決方法立案に入りました。

２０１７年春　倍根達支（孔子「小学」序文より）の精神から『幼児童の多様なボール遊びの基礎づくり』事業企画を、地域の行政・教育長に提言し賛同を頂き、教育現場の協力を得て即プレスタート致しました。

（１）事業企画提言
　　　事業名：『幼児童の多様なボール遊びの基礎づくり』略称：ＣＢ事業
　　　１．文科省新体力テスト「ボール投げ記録」静岡県ワーストワン脱出策

２．幼児童期（幼保園年長・小学１，２，３年生）の運動環境改善策

＜教育現場環境課題＞

　１．2017年4月文科省発表「幼児期の運動指針プログラム」野球ボールを

　　　　　使った遊びなし、下肢だけで無く全身を使って遊ばせること

　２．小学校体育専任教師不足（４．7％）野球ボールの投げ方指導力なし

　　　　　他にやる授業があると積極的取組姿勢不足
　３．教育界・医療界では常識の『スキャモンの発育発達曲線』理論が

　　　　　教育現場においては実践不足

（２）事業主体

①キーマン　：行政（市長・教育長・議員・体協会長・野球連盟支部長）

　　　　　　　ヤマハ野球部応援賛助会員（１００名）
②　組織　　：ヤマハ野球部ＯＢ会内組織　ジュニア野球を指導する会　会長　大場　勝
③　指導者　：３０名（平日昼間活動できる野球・ソフト経験者＋世話人）

ヤマハ野球部ＯＢ・同ソフトＯＢ・野球連盟役員（平均年齢７１歳）

２０１８年度年間総指導日数　５８３日（３０人・１９日/年）
（３）活動概要
①開始時期：２０１７年度プレ開催（大好評）２０１８年度フル開催２０１９年度継続中②活動エリア：静岡県西部地域４市１町（浜松市・磐田市・袋井市・掛川市・周智郡森町）

③指導対象：幼保園（年長）・小学生（１．２．３年生）合計人数　４２,０００人
④指導期間：参加幼保園・小学校（１－２週間中に３回の遊び、体育授業時間にて）
⑤活動実績：２０１７～２０１９年年度 累計１３６会場 平均３回指導 ２３,５５０人
⑥活動財源：浜松市並びに金融機関の補助金、ヤマハ野球部ＯＢ会事業予算
⑦活動経費：ＰＵボール購入・指導者交通費・指導教本製作費・指導標準化会議費ほか

（４）活動実現までのプロセス
①２０１７年度ヤマハ野球部ＯＢ会総会可決事業

②指導体制：ヤマハ野球部ＯＢ・同ソフトＯＢ中心に協力要請

③行政賛同：教育長へ事業企画説明し賛同後、校長会・園長会にて行政担当から活動紹介
④教育現場：指導申込書提出元の校長、園長へ直接面談し事業企画主旨・運営説明実施
⑤指導者勉強会：心・技・体・食の基礎指導書による指導の標準化を目標に年間５回開催
　　　　　　　　（その他参考資料）・教育指導書（ＴＯＳＳ）・栄養学（ＪＳＮＡ）他
⑥会場設営：小学校　教職員（バトミントンネット２～３面　事前設営）
　　　　　　幼保園　保育士（ブルーシートに的を数枚貼り付け事前準備・設置応援）

⑦授業内容：１回目　☆幼児童期の多様なボール遊びの重要性説明し理解を得ること
投法指導なしに投力測定、終了後ボールの投げ方３つの約束指導
指導者実技披露～投げさせる～褒める・身体に触れない指導実施
　　　　　　２回目　３つの約束の復習と投力向上基礎ポイント指導

　　　　　　３回目　投力向上成果測定（９０％向上）、３つの約束による継続的指導
（５）教育現場評価

　①小学校（教職員）☆文科省新体力テスト　ソフトボールの投力向上した
・３つの約束の指導方法が習得できた（文系教職員９０％）
・丁寧に指導頂き子供たちは大変楽しくボール投げをしていました

・３つのコツを覚え遠くへ投げるのでなくフオーム重視を理解した

　②小学校（生徒）　☆多くの指導お礼文頂いた内容
・苦手だったボール投げが面白くなったので将来も続けたい
　　　　　　　　　　・３つの約束が出来てネット越えができた

　　　　　　　　　　・昨年よりボール投げの距離が伸びたのでうれしい
・ボール投げのコツがわかった
・ボール投げを教えてくれてありがとう一生わすれない

③幼保園（園長）　☆全体の投力向上した（１回目→３回目平均１ｍ伸びた）
・子供たちはボール投げが大好きですので引き続き指導下さい
・ボール投げの上達の速さにびっくりしました
④幼保園（園児）　☆お爺ちゃん　ボール投げ教えてくれてありがとう
　　　　　　　　　・ボール投げ楽しかった（多数）
（６）今後の展望
①事業目標　・ボール遊び＆投力向上　年間普及率　１０％　４,２００人
　　　　　　　　　＊最終普及目標　１００％　４２,０００人
・次年度以降の継続課題解決　：　活動財源確保　指導体制強化
　　②教育現場　・新規小学校、幼保園へ指導参加呼びかけ
・無償提供ＰＵボールの継続的利用要請

・将来ＰＵボールが小学校・幼保園の教材として定着化

・教職員へのボールの投げ方指導継続
　　③「小さな親切」実行章の受賞による参加校・園の拡大期待
　　　　　　　　・受賞団体「ジュニア野球を指導する会」

・受賞式　２０２０年２月１３日　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２０１９年１２月２６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマハ野球部ＯＢ会内　事業部
ジュニア野球を指導する会
会長　　大　場　　勝（７４歳）
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